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放課後も子どもたちを見守ります
市内全学校区で子育てクラブ開設中

■ 結婚のおうえん

■  携帯・スマホを利用しながらの自転車運転は違反です／

　 桜川市観光協会の岩瀬支部と真壁支部が一本化

■  叙勲・褒章の受章おめでとうございます／

　 いつでも、だれでも、楽しく一緒に体をうごかしませんか

■ 第８回桜川市小学校陸上記録会
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婚
活
と
は
「
結
婚
活
動
」
を
略
し
た
言
葉
で
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
よ

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
、
社
会
全
体
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
少
子
化
問
題
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
の

進
行
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
変
え
て
い
こ
う
と
、
自
治

体
や
市
民
団
体
な
ど
が
連
携
し
て
婚
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

生
涯
未
婚
率
（
※
）
は
男
性
が
２
．

６
％
・
女
性
が
４
．
５
％
で
し
た

が
、
近
年
は
、
未
婚
・
晩
婚
化
が

進
み
、
平
成
22
年
の
同
調
査
の
生

涯
未
婚
率
は
男
性
が
20
．
１
％
・

女
性
が
10
．
６
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
均
初
婚
年
齢
も
男

性
が
30
．
５
歳
・
女
性
が
28
．
８
歳

と
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
で
は
、
こ
の
ま
ま
未
婚
化
が

推
移
す
る
と
、
２
０
３
０
年
の
生

涯
未
婚
率
は
、
男
性
が
29
．
５
％
・

女
性
が
22
．
５
％
に
達
す
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
結
婚
は
個
人
の
意
思

に
基
づ
く
も
の
で
す
が
、
平
成
22

年
に
実
施
さ
れ
た
内
閣
府
の
「
結

婚
・
家
族
形
成
に
関
す
る
調
査
」

に
よ
る
と
、
独
身
者
の
86
％
が
結

婚
を
望
ん
で
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生

涯
未
婚
率
は
年
々
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は

■
「
適
当
な
異
性
に
巡

り
会
わ
な
い
」

（
男
性
／
55
．
０
％
・
女

性
／
58
．
２
％
）

■
「
結
婚
後
の
生
活
資

金
が
足
り
な
い
」

（
男
性
／
38
．
６
％
）

■
「
自
由
や
気
楽
さ
を

失
い
た
く
な
い
」

（
女
性
／
31
．
６
％
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
加
え
て
、
時
代
と
と

も
に
結
婚
を
め
ぐ
る
異

性
と
の
出
会
い
方
も
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
、
平

成
23
年
に
公
表
し
た
「
第
14
回
出

生
動
向
調
査
」（
夫
婦
調
査
）
に
よ

れ
ば
、
１
９
８
２
年
の
調
査
時
点

で
一
番
割
合
が
大
き
か
っ
た
「
見

合
い
」
が
徐
々
に
減
少
し
、
代
わ
っ

て
「
友
人
・
兄
弟
姉
妹
を
通
じ
て
」

や
「
職
場
や
仕
事
で
」、「
学
校
で
」

の
出
会
い
の
割
合
が
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
日
常
的
な
場
で
の
出
会

い
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
日
常
的
な
場
で
上
手

く
交
際
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

若
者
は
、
な
か
な
か
結
婚
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
を
反

映
し
て
い
ま
す
。

　
「
適
当
な
異
性
に
巡
り
会
わ
な

い
」
と
答
え
る
人
が
多
い
中
、
桜

川
市
で
は
平
成
21
年
か
ら
定
期
的

に
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
や
婚
活
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
で
は
８
人
の
結
婚
相
談

員
と
茨
城
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
マ

リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
結
婚
相
談

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
平
成
24
年
に
は

桜
川
市
と
筑
西
市
の
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
有
志
に
よ
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
ポ
ー
ト
筑ち

く
お
う桜
」
も
つ
く
ら

れ
、
市
民
主
体
に
よ
る
結
婚
の
支

援
も
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
結
婚
支
援
に
お
い
て
は
、
茨
城

県
も
積
極
的
で
、
平
成
18
年
に
は

「
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
。
登
録
者
同
士

に
よ
る
お
見
合
い
や
年
間
を
通
し

た
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
登
録
者
は
、
男

女
と
も
30
代
が
中
心
で
、
現
在
ま

で
に
男
性
２
，
０
２
４
人
・
女
性

１
，
３
０
２
人
が
登
録
し
、
本
年

４
月
に
は
成
婚
１
，
０
０
０
組
を

達
成
し
ま
し
た
。

　
結
婚
は
個
人
の
意
思
に
よ
る
も

の
で
、
本
来
行
政
が
関
わ
る
こ
と

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
現

在
、
日
本
の
結
婚
事
情
は
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
さ
ら

に
未
婚
・
晩
婚
化
が
進
行
す
れ
ば

少
子
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
社
会

全
体
の
活
力
は
低
下
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
現
在
で

は
、
多
く
の
市
町
村
が
結
婚
の
応

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
桜
川

市
で
も
引
き
続
き
、
出
会
い
パ
ー

テ
ィ
ー
の
開
催
や
お
見
合
い
な
ど

に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
を
希
望

す
る
方
に
「
い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
登
録
を

勧
め
な
が
ら
、
幸
せ
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
結
婚
に
つ
い
て
、
相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
連
絡
先
／
企
画
課 

統
計
・

市
民
協
働
グ
ル
ー
プ（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線

１
２
７
４
）

のおうえん結婚

未
婚
者
の
増
大

未
婚
化
・
晩
婚
化
の
理
由

幸
せ
づ
く
り
へ
の
サ
ポ
ー
ト

『
婚
活
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

左のグラフから読み取れること

国勢調査の結果をもとに桜川市の生涯未婚
率の推移をグラフ化すると左図のようにな
ります。
生涯未婚率は男女ともに年々上昇しており、
特に男性の場合は昭和 50 年と平成 22 年の
調査を比較すると 10 倍近くにまで増加して
います。

※生涯未婚率

「45 ～ 49 歳」と「50 ～ 54 歳」の未婚率の
平均値から、「50 歳時」の未婚率（結婚した
ことがない人の割合）を算出したものです。

行
政
の
取
り
組
み

一
般
社
団
法
人
の
「
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
皆
さ

ん
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
応
援
セ
ミ
ナ
ー
。
婚
活
に
お
い
て
は
意
識

啓
発
も
大
切
で
す
。

“
自
分
み
が
き
”

column  ーコラムー
　
婚
活
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
「
自
分
み
が
き
」
と

い
う
テ
ー
マ
が
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
男
女
と
も
結
婚
相
手

の
条
件
に
「
優
し
い
人
」

と
あ
げ
る
人
が
多
い
で

す
が
、
相
手
に
優
し
さ

を
求
め
る
前
に
自
分
は

優
し
い
人
間
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
は
自
分
を
見
つ
め
、
場
合

に
よ
っ
て
は
「
自
分
を
変
え
る
こ

と
」
が
婚
活
の
第
一
歩
。

　
次
い
で
大
切
な
の
が
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
自
分
の

こ
と
を
話
す
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
相
手
の
話
を
聞

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
相
手
の
話

に
共
感
し
、
そ
し
て
笑
顔
で
会
話

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
「
自
分

に
近
い
相
手
を
探
す
」
こ
と
で

す
。
雰
囲
気
や
趣
味
、
価
値
観
な

ど
、
自
分
に
近
い
相
手
を
探
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
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桜
川
市
観
光
協
会
は
、
桜
川
市

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
Ｐ
Ｒ
し
、

地
域
の
産
業
活
性
化
や
市
民
の
文

化
向
上
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
４
月
１
日
か

ら
、
観
光
協
会
は
新

た
な
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
岩
瀬
支
部
と

真
壁
支
部
と
い
う
下

部
組
織
が
あ
り
、
両

支
部
が
地
域
毎
の
観

光
振
興
の
中
心
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
体
制
で
は
、
市

内
の
地
域
間
協
力
と

観
光
支
援
の
平
準
化

を
図
り
、
観
光
の
取

り
組
み
を
よ
り
強
化

し
て
い
く
た
め
に
、

支
部
を
廃
止
し
、
観

光
協
会
の
組
織
を
一

つ
に
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
自
然
豊

か
な
風
土
を
活
か
し

た
地
元
の
特
産
品
販

売
に
も
力
を
入
れ
、

そ
れ
ら
の
良
さ
を
積
極
的
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

特
徴
を
活
か
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
更
な
る
桜
川
市

の
魅
力
発
見
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
会
員
制
導
入

　
新
体
制
ス
タ
ー
ト
に
伴
っ
て
、

会
員
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
会
員

に
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
会
員
情
報
掲
載
、
観
光
客
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
マ

ス
コ
ミ
（
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
）
の
取
材

に
対
す
る
会
員
紹
介

な
ど
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

　
観
光
協
会
の
活
動

に
興
味
が
あ
り
、
一

緒
に
桜
川
市
の
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
方
の
ご

入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▲

入
会
方
法

　
入
会
申
込
書
を
商

工
観
光
課（
真
壁
庁

舎
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▲

入
会
金

　
２
，０
０
０
円（
年

会
費
）
入
会
申
込
書

を
提
出
す
る
際
に
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先

　
商
工
観
光
課（
☎
０
２
９
６

-

55-

１
１
５
９
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

桜川市観光協会の
岩瀬支部と真壁支部が一本化

～新たな体制でスタート～

4

　
茨
城
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則

が
一
部
改
正
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

規
定
が
７
月
１
日
か
ら
新
た
に
加

わ
り
ま
す
。

 

追
加
規
定

■
携
帯
電
話
等
に
関
す
る
規
定

　
携
帯
電
話
な
ど
を
手
に
持
ち
な

が
ら
通
話
や
操
作
し
た
り
、
携
帯

電
話
や
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
の

画
面
を
見
な
が
ら
自
転
車
を
運
転

し
な
い
こ
と
。

■
イ
ヤ
ホ
ン
等
に
関
す
る
規
定

　
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使

用
し
て
音
楽
等
を
聴
く
な
ど
、
安

全
な
運
転
に
必
要
な
音
ま
た
は
声

が
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
自

動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
ま
た
は

自
転
車
を
運
転
し
な
い
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
難
聴
者
が
補
聴
器
を

使
用
す
る
場
合
や
公
共
目
的
を

遂
行
す
る
者
が
当
該
目
的
の
た

め
の
指
令
を
受
信
す
る
場
合
に

イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

 

罰
則
規
定

　
５
万
円
以
下
の
罰
金

問
合
先
／
茨
城
県
警
察
本

部
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

０
１
１
０
）

携帯・スマホを利用しながらの
自転車運転は違反です
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大
野
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
に
岩
間
第
１

小
学
校
に
教
諭
と
し
て
赴
任
し
、
以
来
35

年
間
、子
ど
も
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
３
年
に
笠
間
地
区
保

護
司
に
選
任
さ
れ
、
笠
間
地
区
保
護
司

会
の
監
事
や
理
事
な
ど
を
歴
任
。
平
成

17
年
合
併
後
は
、
西
保
護
区
で
罪
を
犯

し
た
人
の
更
生
や
地
域
の
犯
罪
・
非
行

の
予
防
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
氏
は
、「
水
戸
保
護
観
察
所
や
保

護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
の
方
々
、
ま

た
家
族
の
支
え
で
受
章
で
き
た
も
の
で
、

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
留
意
し
、
自
分
に
出
来
る

こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
、
受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

大
おお

野
の

　利
とし

 さん
法務省水戸保護観察所管内
西保護区 保護司

（76 歳・友部地区）

◆
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章
し
ょ
う

　
蒲
野
さ
ん
は
、
航
空
自
衛
官
に
任
官

以
来
、
36
年
間
国
の
防
衛
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
茨
城
地
方
協

力
本
部
の
広
報
官
と
し
て
、
募
集
広
報

業
務
に
約
20
年
間
携
わ
り
、
自
衛
隊
入

隊
を
志
す
多
く
の
若
人
を
支
援
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
百
里
基
地
に
お
い
て
退

職
予
定
隊
員
の
援
護
業
務
等
に
従
事

し
、
地
域
社
会
と
自
衛
隊
を
結
ぶ
パ
イ

プ
役
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
「
後
方
支
援
的
な
業
務
を

地
道
に
続
け
て
き
た
こ
と
を
認
め
て
い

た
だ
き
光
栄
で
す
。
今
回
の
受
章
は
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
家
族
の
支

え
の
賜
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」
と
、

受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

蒲
かば

野
の

 辰
たつ

男
お

 さん
元 航空自衛官 ３等空尉

（61 歳・西飯岡地区）

◆
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

叙
勲
・
褒
章
の
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
春
の
叙
勲
・
褒
章
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
本
ク
ラ
ブ
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
様

の
健
康
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
図
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
４
歳
〜
88
歳
ま
で
幅
広
く

１
８
５
人
が
会
員
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
教
室
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
楽
し

み
づ
く
り
の
た
め
に
も
あ
な
た
も
会
員

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
ス
マ
イ
ル

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎
０
９
０-

６
７
９
３

-

２
０
１
６
）、
桜
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
岩
瀬
体
育
館
ラ
ス
カ
内 

☎

０
２
９
６-

75-

６
６
０
０
）

■
教
室

■
会
費

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
楽
し
く

一
緒
に
体
を
う
ご
か
し
ま
せ
ん
か

教　室　名 日　　　時 場　　　所

硬式テニス 第 1·3 火曜日　　  19：30 〜 21：00 ラスカ（テニスコート）

ソフトテニス 第 1·3 日曜日　　  19：30 〜 21：00 岩瀬体育館ラスカ

バドミントン 第 2·4 日曜日 　　 19：30 〜 21：00 岩瀬体育館ラスカ

スポーツ吹矢 第 1·3·4 水曜日　  9：30 〜 11：00 岩瀬中央公民館

アイアンガーヨガ 第 2·4 土曜日 　　 14：00 〜 15：30 大和体力増進センター

太極拳 第 1·2·4 火曜日　  10：00 〜 11：30 真壁トレーニングセンター

バランスボールと健康体操 第 2·4 土曜日 　　 10：00 〜 11：30 真壁体育館

健康体操とリンパマッサージ 第 1·3 木曜日 　　 10：00 〜 11：30 公民館樺穂分館

ビームライフル 第 1·3 土曜日　　  10：00 〜 11：30 真壁社会体育研修センター

水泳・水中ウォーキング 9 〜 11 月 日曜日　14：30 〜 15：30 岩瀬温水プール

健
康
効
果
の
あ
る
呼
吸
法
を
使

う
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
練
習
す
る

参
加
者
た
ち

【別途費用】スポーツ保険加入料一般 1,850 円、65 歳以上 1,000 円、小中学生 800 円

種　別 入会金 年会費 途中会費

家族会員（何人でも OK） 1,000 円 5,000 円 月数× 500 円

個人会員（16 歳以上） 1,000 円 3,000 円 月数× 300 円

個人会員（小中学生） 1,000 円 2,000 円 月数× 200 円

個人会員（小学生未満） 無　料 無　料 無　料

○
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
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真
壁
地
内
の
青
年
農
家
13
名
で
構
成
さ
れ
る

「
真
壁
真
園
会
」（
藤ふ

じ

田た

健た
け

彦ひ
こ

会
長
）
が
、
真
壁
授
産

学
園
・
真
壁
厚
生
学
園
・
紫
峰
更
生
園
に
、
採
れ

た
て
の
小
玉
ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
な
ど

を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
初
夏
の

味
覚
に
、
園
生
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

　
藤
田
会
長
は
、
「
園
生
の
方
た
ち
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
に
真
壁
運
動
場
で
、
柏
レ
イ
ソ
ル

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
谷
貝
Ｆ
Ｃ
」

と
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
「
柏
レ
イ
ソ
ル
」
と
の
繋
が

り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
谷
貝

Ｆ
Ｃ
や
近
隣
の
市
、
阿
見
町
、
東
京
都
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
10
チ
ー
ム
３
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
楽
し
く
練
習
を
行
い
、
サ
ッ

カ
ー
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
指
導
を

行
う
も
の
で
、
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
３
人
が
子
ど
も

た
ち
に
、
ボ
ー
ル
と
触
れ
合
う
楽
し
さ
な
ど
を
指

導
し
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
に
市
役
所
大
和
庁
舎
で
、（
社
）
笠
間

青
年
会
議
所
と
（
社
）
下
館
青
年
会
議
所
、
桜
川
市

の
間
で
、
「
さ
く
ら
が
わ
市
民
討
議
会
（
９
月
28
日

開
催
）」
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
討
議
会
は
平
成
24
年
度
に
引
き
続
き
２
回

目
で
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
開
催
。
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
市
民
の
皆
様

が
、
ま
ち
の
課
題
解
決
に
向
け
て
討
議
し
、
そ
の

結
果
を
市
長
に
報
告
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
討
議
会
で
は
、
桜
川
市
の
魅
力

の
発
見
を
し
て
、
未
来
の
桜
川
市
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、
既
存
資
源
を
活
か
し
た
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
18
日
に
県
立
岩
瀬
高
等
学
校
で
、
「
戴
帽

式
」
が
開
催
さ
れ
、
衛
生
看
護
科
３
年
生
35
人
が
、

小こ

山や
ま

茂
し
げ
る

校
長
か
ら
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
受
け
取

り
、
戴
帽
し
ま
し
た
。

　
こ
の
式
は
、
看
護
師
へ
の
道
を
確
実
に
歩
ん
で

い
く
決
意
と
覚
悟
を
示
す
た
め
の
儀
式
で
、
小
山

校
長
は
「
看
護
の
と
も
し
び
を
受
け
継
ぎ
、
次
世

代
へ
繋
げ
て
欲
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
戴
帽
生
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
清せ

い

野の

七な
な

海み

さ
ん
は
、
「
一
人
ひ
と
り
、
理
想
の
看
護

師
像
に
向
か
っ
て
、
仲
間
と
精
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
谷
貝
小
学
校
第
１
期
卒
業
生
の
杉
山 

儀
さ
ん
か

ら
、
同
校
の
教
育
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の

想
い
を
込
め
て
、
３
０
０
万
円
の
寄
付
金
が
あ
り

ま
し
た
。

　
杉
山
さ
ん
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
母
校
の
門
を

久
し
ぶ
り
に
く
ぐ
る
こ
と
で
、
筑
波
山
や
加
波
山

の
峰
を
見
な
が
ら
の
学
校
生
活
、
か
つ
て
の
恩
師

や
同
級
生
の
姿
が
蘇
り
、
同
校
で
お
世
話
に
な
っ

た
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
杉
山
さ
ん
は
、「
校
長
先
生
を
始
め
、
先
生
方

と
子
ど
も
た
ち
全
員
が
、
元
気
で
学
校
生
活
が
送

れ
て
、
沢
山
の
思
い
出
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
に
県
立
岩
瀬
高
等
学
校
で
、
「
創
立

50
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
昭
和
39
年
４
月
に
開
校
。
昭
和
45
年

に
は
、
県
立
高
校
で
は
唯
一
の
衛
生
看
護
科
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
開
校
以
来
50
年
間
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
活
動
を
続
け
、

現
在
は
１
３
，
３
０
０
人
を
超
え
る
卒
業
生
た
ち

が
、
地
域
社
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
卒
業
生
、
在
校
生
を
含
む
約
８
５
０

人
が
式
典
に
参
加
。
生
徒
代
表
で
挨
拶
を
し
た
生

徒
会
長
の
市い

ち

塚つ
か

紗さ

代よ

さ
ん
は
、
「
自
分
の
持
っ
て

い
る
も
の
を
伸
ば
し
、
更
な
る
飛
躍
を
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
桜
川
市
消
防
団
（
皆み

な

川か
わ

光み
つ

吉よ
し

団
長
）
か
ら
桜
川
市

に
、
教
育
振
興
の
た
め
に
と
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
市
消
防
団
が
団
員
相
互
の
親
睦
と

融
和
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
時
に
募
金
し
、
そ
れ
を
寄
付

し
た
も
の
で
、
今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
皆
川
団
長
は
、
「
今
年
は
、
大
会
へ
の
参
加
者

が
多
く
、
募
金
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。
桜

川
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
振
興
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
６
月
１
日
に
猿
田
小
学
校
で
、
親
子
活
動
「
か

け
っ
こ
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ラ
ン
ニ
ン
グ
振
興

機
構
の
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ニ
ン
グ
指
導
員
か
ら
、
正

し
く
、
楽
し
く
走
る
方
法
を
親
子
で
学
ぶ
も
の

で
、
当
日
は
、
全
児
童
33
人
と
そ
の
保
護
者
27
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
走
る
時
の
脚
の
形
や
腕
の
振

り
方
、
ス
タ
ー
ト
の
仕
方
、
走
り
方
の
コ
ツ
な
ど
、

実
際
に
親
子
で
実
践
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
指
導
後
に
50
ｍ
走
を
測
定
す
る
と
、
「
タ
イ
ム

が
速
く
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
児
童
も
い
ま
し
た
。

真ま

壁か

べ

真し

ん

園え

ん

会か

い 

採
り
た
て
野
菜
を

福
祉
施
設
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

谷
貝
Ｆ
Ｃ 

柏
レ
イ
ソ
ル

ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
に
学
ぶ

今
年
も
開
催

「
さ
く
ら
が
わ
市
民
討
議
会
」

看
護
の
と
も
し
び 

受
け
継
ぐ

「
岩
瀬
高
校
戴
帽
式
」

杉す
ぎ

山や
ま 

儀よ
し

さ
ん（
千
葉
県
柏
市 

在
住
）か
ら

谷
貝
小
学
校
へ
寄
付

県
立
岩
瀬
高
校

「
創
立
50
周
年
記
念
式
典
」を
開
催

桜
川
市
消
防
団市

の
教
育
振
興
へ
寄
付

猿
田
小
「
か
け
っ
こ
教
室
」

親
子
で
走
り
方
を
学
ぶ

新
鮮
な
野
菜
を
受
け
取
っ
た
園
生
の
皆
さ
ん
と
贈
っ
た

真
壁
真
園
会
の
皆
さ
ん

子
ど
も
た
ち
に
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
を
教
え
る
山な

か

中や
ま

真し
ん

ス

ク
ー
ル
コ
ー
チ（
写
真
左
）

調
印
を
行
っ
た（
写
真
右
か
ら
）（
社
）下
館
青
年
会
議
所 

水み
ず

柿が
き

貴た
か

之ゆ
き

理
事
長
、
中
田
市
長
、（
社
）笠
間
青
年
会
議

所 

大お
お

本も
と

雄ゆ
う

一い
ち

理
事
長

小
山
校
長
か
ら
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
受
け
取
り
、
戴
帽
す

る
生
徒
た
ち

杉
山
さ
ん（
写
真
左
）
か
ら
、
谷
貝
小
学
校
の
教
育
振
興

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
日ひ

向な
た

み
さ
子
校
長（
写
真
右
）に

寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

中
田
市
長（
写
真
左
）と
石
川
教
育
長（
写
真
右
）に
目
録

を
渡
す
皆
川
団
長（
写
真
中
央
）

生
徒
代
表
で
挨
拶
を
す
る
生
徒
会
長
の
市
塚
さ
ん

指
導
員
か
ら
走
る
時
の
脚
の
形
を
教
わ
る
参
加
者
た
ち

Town Newsまちの話題
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７月納期の
税・保険料

　税・保険料は納期内に納
めるようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度
をご利用ください。

固定資産税　　　  ２期
国民健康保険税　１期
後期高齢者医療保険料　１期

納期限／７月31日（水）

勉強がらくになるのは公文式!
はじめよう！

真壁中央・十里・明野ピース・スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい
。

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

代表0296-57-2969

坂入税理士事務所坂入税理士事務所
筑西市横島229-5

TEL 0296（22）4155　FAX 0296（25）1136
H P http://sakairikaikei.tkcnf.com/pc/

相続税・所得税・法人税
その他税務に関するご相談
お待ちしております!

㈲ 吉 原 印 刷
真壁町真壁230（高上町通り）
TEL（0296）55‒0123
FAX（0296）54‒1823
E-mail y-print@agate.plala.or.jp

企画・デザイン
カラー・カレンダー
名刺・ハガキ・ゴム印

とびた歯科クリニックニック 検索

☎70-4618
（休診日：日曜・祝日、水曜）

パワーマート岩瀬店前　平日6：30まで受付
ナ　オ　　　シ　ロ　イ　ハ

とびた歯科クリニック

さくらがわ　2013.7.1さくらがわ　2013.7.1

ま
か
べ
幼
稚
園 

■
募
集
人
数
／
１
名

■
任
用
期
間
／
８
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
31
日

■
勤
務
内
容
／
４
歳
児
ク
ラ
ス
担
任

■
勤
務
場
所
／
ま
か
べ
幼
稚
園

■
勤
務
時
間
／
幼
稚
園
保
育
日

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

■
報
酬
／
日
給
７
，
２
０
０
円

■
通
勤
手
当
／
日
１
０
０
円
（
片

道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
応
募
資
格
／
幼
稚
園
教
諭
の
免

許
を
有
す
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
７
月
19
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
ま
か
べ

幼
稚
園（
〒
３
０
０-

４
４
０
５ 

桜
川
市
真
壁
町
桜
井
８
４
８ 

☎

０
２
９
６-

55-

３
５
５
５
）

●

　

●

　

●

　

●

　

●

社
会
福
祉
課 

■
実
施
日
／
９
月
４
日
～
平
成
26

年
10
月
22
日
ま
で
の
水
曜
日
、
19

時
～
21
時

■
内
容
／
手
話
養
成
研
修 

延
べ

54
回
（
80
時
間
）
開
催

■
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
対
象
者
／
市
内
在
住
の
方
お
よ

び
在
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

■
定
員
／
20
名

■
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

実
費
）

■
募
集
期
間
／
７
月
22
日（
月
）～

８
月
22
日（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市

社
会
福
祉
協
議
会 

岩
瀬
本
所（
☎

０
２
９
６-

76-

１
３
５
７
）、
真
壁

支
所（
☎
０
２
９
６-

54-

２
３
６
１
）

財
政
課

　
平
成
24
年
度
に
、
桜
川
市
に
対

し
て
寄
せ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
」
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

・
大お

お
ぬ
き貫 

仁ひ

と

し士 

様

・
瀬せ

お尾 

美よ
し
の
り徳 

様

・
匿
名
希
望
（
５
名
）
様

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
金
に
積
み
立
て

し
、
桜
川
市
の
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
財
政
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線

１
２
２
１
）

作
成
す
る
業
務
（
県
主
催
の
研
修

会
を
受
講
し
認
定
調
査
員
証
を
取

得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
勤
務
日
／
週
３
日
（
曜
日
は
相

談
可
）

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

15
分

■
報
酬
／
日
給
９
，
０
０
０
円

■
応
募
資
格
／
保
健
師
・
看
護
師

（
准
も
可
）・
介
護
支
援
専
門
員
資
格

を
有
し
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
持
参
、
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
７
月
19
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
介
護
長

寿
課（
〒
３
０
９-

１
２
９
２ 

桜

川
市
岩
瀬
64-

２ 

☎
０
２
９
６

-

75-

３
１
５
８
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
４
日
（
日
）
式
典
10

時
～
（
受
付
９
時
～
）

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
問
合
先
／
社
会
福
祉
課（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
２
６
直
通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）●

　

●

　

●

　

●

　

●

 

生
涯
学
習
課

　
相
馬
・
双
葉
地
方
の
被
災
孤
児

へ
の
学
資
支
援
の
た
め
に
、
募
金

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
協
力
・

ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
主
催
／
全
国
報
徳
研
究
市
町
村

協
議
会
、
相
馬
・
双
葉
地
方
の
子

ど
も
支
援
部
会

■
募
金
箱
設
置
場
所
／
真
壁
伝
承

館
・
岩
瀬
中
央
公
民
館
・
大
和
中

 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

 

額
認
定
証
（
減
額
証
）
の
送
付

　
６
月
上
旬
ま
で
に
減
額
証
の
交

付
を
受
け
、
８
月
以
降
も
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
に
は
、

被
保
険
者
証
と
あ
わ
せ
て
減
額
証

も
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課 

医
療
年

金
グ
ル
ー
プ（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
２
５
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

社
会
福
祉
課

　
先
の
大
戦
で
、
尊
い
命
を
失
わ

れ
た
数
多
く
の
戦
没
者
の
方
々
に

心
か
ら
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　
ご
遺
族
並
び
に
一
般
の
皆
様
の

■
お
届
け
方
法
／
簡
易
書
留

で
お
届
け
し
ま
す
。
留
守
の
場

合
は
不
在
票
が
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
笠
間
郵
便
局
郵
便
部

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
照
会
し
て

く
だ
さ
い
。（
☎
０
２
９
６-

72-

０
８
３
０
・
０
８
３
３
）

※ 

保
険
証
が
届
い
た
ら
台
紙
よ

り
丁
寧
に
は
が
し
、
記
載
内
容

を
確
認
後
は
大
切
に
保
管
し
紛

失
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
年
金
課

　
８
月
１
日
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
証
が
更
新
と
な

り
ま
す
の
で
、
新
し
い
被
保
険
者

証
を
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
日
／
７
月
下
旬

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保

険
者
証
の
更
新

相
馬
・
双
葉
地
方
の
被
災
孤
児

へ
の
学
資
支
援
の
た
め
の
募
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

桜
川
市
戦
没
者
追
悼
式
のご

案
内

桜
川
市
一
般
職
非
常
勤
職
員 

幼
稚
園
補
助
教
諭 

募
集

手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
表
現

技
術
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

桜川市の放射線量
測定日
（天気）

測定時間

９時 12時 15時

６/３（晴） 0.058 0.058 0.058

６/10（曇） 0.062 0.061 0.061

６/17（晴） 0.059 0.062 0.061

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
m（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58
-

５
１
１
１
・
75
-
３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　市民の皆様の声を行政に反映す
るために、市長と語り合ってみま
せんか。話題はなんでも結構です。

■日　時／７月 22 日 ( 月 ) 
　　　　　９時～12 時・13 時～16 時
■ 場　所／市役所 真壁庁舎
■ 問合先／秘書広報課
　　　　　（☎ 58-5111・75-3111代表）
※  次回／８月 27 日 ( 火 ) は、大和

中央公民館で、“市政懇談会”を
開催します。

市長と語ろう!
「市民の日」

央
公
民
館
（
月
曜
日
休
館
）

■
募
金
期
間
／
７
月
２
日
（
火
）

～
9
月
29
日
（
日
）

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課（
真
壁

伝
承
館
内 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
１)

介
護
長
寿
課

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
８
月
１
日
～
平
成

26
年
３
月
31
日

■
勤
務
場
所
／
岩
瀬
庁
舎 

介
護

長
寿
課

■
業
務
内
容
／
介
護
認
定
申
請
者

宅
や
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
身
体

状
況
な
ど
を
調
査
し
調
査
記
録
を

募
　
集

市
嘱
託
職
員

（
介
護
認
定
調
査
員
）募
集

89



健康ガイド
Health guide

《問合先》  健康推進課
　　　　  ☎0 2 9 6 -75 - 315 9（直通）
　　　　  ☎58-5111・75-3111（代表）

月分8

茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金 9：00～12：00、13：00～17：30）

交通事故法律相談会開催のお知らせ
日　時：７月27日（土）　９：30～19：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたでも無料でご相談いただけます。

無料相談会開催のお知らせ
日　時：７月28（日）　９：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたでも無料でご相談いただけます。

介護のご相談は 

居宅介護支援事業所 

☎0296-20-6071 ☎0296-58-5058 

さくらがわ

入所・短期入所・ 
通所リハビリテーション 

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

介護老人保健施設 

☎0296-20-6071 
URL:http://www.douaikai.or.jp

さくらがわ 延島クリニック

さくらがわ　2013.7.1さくらがわ　2013.7.1

 

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
８
月
生

・
日
程
／
８
月
26
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
23
年
12
月
、
Ｈ
24
年

１
月
生

・
日
程
／
８
月
20
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

＊�

医
療
機
関
で
助
成
額
を
差
し
引

い
た
金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

■
接
種
回
数
／
１
回

■
接
種
方
法

・�

健
康
推
進
課
に
「
風
し
ん
（
成

人
）
予
防
接
種
予
診
票
交
付
申

請
書
」
を
提
出
し
予
診
票
を
受

け
取
り
、
市
内
の
医
療
機
関
の

予
約
を
し
て
か
ら
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

＊�

平
成
25
年
４
月
１
日
～
６
月

30
日
ま
で
に
接
種
し
た
方
や
市

外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
方

は
、
償
還
払
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推
進

課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９

直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

と
感
じ
ま
し
た
。
病
気
に
な
る

と
い
う
事
は
大
変
な
事
。
自
分

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
周
り

の
家
族
の
た
め
に
も
日
頃
の
検

診
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
自
分
も
今
後
は
き
ち
ん

と
検
診
を
受
け
て
い
き
た
い
し

地
域
、
友
達
に
も
伝
え
た
い
と

切
に
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
健
康
推
進
員
は

『
大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

受
診
者
の
２
０
０
人
ア
ッ
プ

を
め
ざ
そ
う
』
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
ま
ず
自
分
、
そ
し
て
家

族
、
友
人
、
知
人
に
も
が
ん
検

診
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
を

活
動
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!

　
今
回
は
、
１
月
31
日
に
真
壁

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

研
修
会
、
「
乳
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
」
で

学
習
し
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
N
P
O

法
人
つ

く
ば
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
会
所
属

で
、
が
ん
を
自
ら
体
験
さ
れ
た

お
２
人
の
方
の
お
話
で
す
。
ど

ち
ら
の
方
も
自
覚
症
状
は
な

く
、
検
診
で
乳
が
ん
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
発
見
か
ら
手
術
ま

で
の
心
情
、
そ
の
後
の
治
療
方

法
な
ど
の
実
体
験
に
基
づ
い
た

お
話
だ
っ
た
の
で
、
よ
り
身
近

に
「
自
分
だ
っ
た
ら
…
」
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
分
に
は
あ
ま
り
関
係
の
な

い
他
人
事
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
特
に
働
き
盛
り
の
発
生
率

も
高
く
、
が
ん
に
か
か
る
割
合

が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。

　
乳
が
ん
に
つ
い
て
、
あ
る
程

度
知
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
間

違
い
で
し
た
。
正
し
い
知
識
や

最
近
の
情
報
が
具
体
的
で
大
変

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
が
ん
と

い
え
ど
発
見
が
早
け
れ
ば
助
か

る
。
が
ん
予
防
は
早
め
早
め
の

定
期
的
な
検
診
が
大
切
で
あ
る

 

真
壁
地
区
の
方

■
育
児
相
談

・ 

対
象
／
Ｈ
25
年
１
月
・
２
月
・
３
月
生

・
日
程
／
８
月
２
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
23
年
４
月
・
５
月
・
６
月
生

・
日
程
／
８
月
29
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯

ブ
ラ
シ（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み

が
き
用
）、
コ
ッ
プ

 

岩
瀬
地
区
の
方

■
住
民
健
診

・ 

対
象
／
岩
瀬
地
区
の
30
歳
以
上

の
方

・ 

日
程
／
８
月
１
日
（
木
）、
６
日

（
火
）
～
９
日
（
金
）

・ 

会
場
／
岩
瀬
地
区
の
各
公
民
館
な
ど

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
、

13
時
30
分
～
14
時
30
分

・ 

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
若
年
者
健

診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
特
定
健

診（
詳
細
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
８
月
６
日
・
20
日
・
27

日
　
い
ず
れ
も
火
曜
日

・ 

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・ 

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・
日
程
／
８
月
７
日（
水
）・
21
日（
水
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・  

受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※�

子
ど
も
の
計
測
、
離
乳
食
・
栄

養
相
談
希
望
者
は
、
要
予
約

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
８
月
22
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
８
月
13
日
（
火
）

・ 

会
場
／
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
カ
ス

ミ
岩
瀬
店

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

  

８
月
４
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

 

８
月
11
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

 

８
月
18
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

 

８
月
25
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
、
風

し
ん
予
防
接
種
を
市
内
の
協
力
医

療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
、
一
部

助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

�

風
し
ん
の
予
防
に
は
、
予
防
接

種
が
効
果
的
で
す
。

  

■
対
象
者
／
桜
川
市
に
住
所
を

有
す
る
昭
和
39
年
４
月
２
日
～
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、
風
し
ん
に
罹り

か

ん患
し
た
こ
と
が

な
く
、
過
去
に
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
１
回
も
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
で
、
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女

性
と
そ
の
夫
・
妊
婦
の
夫

■
接
種
場
所
／
市
内
の
医
療
機
関

■
接
種
費
用 

助
成
額

・�

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン�

３
，０
０
０
円

・�

M
R（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）ワ
ク

チ
ン
５
，０
０
０
円

■
日
時
／
８
月
23
日
（
金
）、
13
時

30
分
～
15
時

■
内
容
／
乳
が
ん
対
策
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
か
ら

■
講
師
／
県
西
総
合
病
院
外
科�

高た
か
は
し橋�

均
ひ
と
し�

先
生

■
場
所
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
／
参
加
費
は
無
料
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、
開
催
日
前
日
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推
進

課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９

直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

成
人
健
康
診
査

精
神
保
健

健
康
相
談

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

献
　
血

風
し
ん（
成
人
）

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

き
ら
き
ら
健
康
講
座

（
市
民
健
康
講
座
）の
ご
案
内

― 

こ
ん
に
ち
は 

健
康
推
進
員
で
す 

―
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スピードプランなら
夏休み中の免許取得がら〜くらく!

自宅近くまで無料送迎
免許ローンあります 公  認  明野自動車学校

Uターン学生にUターン学生に

大好評! ☎0296（52）2811
ホームページ　http://www.areaguide.jp/akenods/

お問い合わせ

夏  休  み
特別企画 スピードプラン実施中

スピードプランの一例

７月23日火
８月 １日木
８月 ８日木
８月18日日

８月19日月
８月25日日
９月 １日日
９月11日水

入

　校

卒
業
見
込

運 転 免 許

さくらがわ　2013.7.1

種　目 学　年
１　位 ２　位 ３　位

氏　名 校 記　録 氏　名 校 記　録 氏　名 校 記　録

１００ｍ

５年 男 細谷　将汰 紫 15”1 保坂　大希 羽 15”4 櫻井　　篤 岩 15”5
５年 女 加藤　　楓 真 新　 14”4 大塚　　葵 大 新　 15”0 大和田桃華 谷 15”5
６年 男 菅原　聖人 羽 タイ 13”5 大塚　貴之 雨 14”2 小林　篤人 紫 14”7
６年 女 木代　実里 雨 14”7 堀田　美玖 南 14”8 園城　海遥 真 15”1

６０ｍＨ

５年 男 川崎　愉人 羽 11”3 野原　　陽 羽 11”3 岩渕　颯太 大 11”4
５年 女 田崎　美海 樺 11”6 田谷　明音 岩 12”1 瀧川　奈津 羽 12”4
６年 男 小野寺輝司 岩 11”0 足立　雄二 羽 11”3 早瀬心乃佑 坂 11”4
６年 女 足立　仁杏 羽 新　 10”5 深谷　莉瑚 雨 11”5 中野　汐里 岩 11”9

８００ｍ
５年 女 富田　乃愛 南 新 2’45”0 萩原　菜結 羽 新 2’49”0 尾見　美咲 雨 2’58”8
６年 女 田山さくら 羽 2’48”0 高橋　朋子 岩 2’55”0 信山穂乃佳 岩 2’57”0

１０００ｍ
５年 男 木村　俊太 岩 3’31”6 志賀　智也 猿 3’38”7 浦田　明輝 坂 3’38”8
６年 男 青木　秀磨 岩 3’25”5 告　　健汰 樺 3’33”6 柴﨑　一晟 大 3’35”7

走り幅跳び

５年 男 安達　智晴 猿 3m19 増田　勝士 雨 3m18 酒寄　凌太 紫 3m15
５年 女 増渕　歩美 大 3m43 柳﨑　百葉 羽 3m05 田山　友香 羽 3m01
６年 男 松山　滉平 真 3m76 阿久津哲也 岩 3m70 川上　颯真 樺 3m60
６年 女 大山　楓栞 羽 3m33 木代　馨琳 雨 3m30 柴　　美羽 真 3m30

走り高跳び

５年 男 蒲野　喬道
中里　大地

坂
大 1m13 - - - 石川　夏希 岩 1m13

５年 女 篠崎　麻衣 真 1m06 根本　夏恋 紫 1m03 梅井　愛美 坂 1m03
６年 男 古山　靖之 羽 タイ 1m28 阿久津怜音 岩 1m25 谷口　結音 坂 1m22

６年 女 荒井　美帆 坂 1m15 原　　季杏
安部　仁美

岩
紫 1m09 - - -

ボールスロー

５年 男 山中　隆雄 紫 43m45 仲見川大斗 南 41m16 青木　真豊 岩 39m22
５年 女 口町　百加 南 33m85 市村　涼乃 谷 30m05 野原　真鈴 谷 29m20
６年 男 稲葉　雅人 真 52m78 品田　龍太 羽 52m53 石塚　和輝 谷 49m59
６年 女 上野　瑛梨 南 38m33 荻原　有沙 岩 33m08 坪井　奈菜 羽 32m25

４００ｍリレー

５年 男 岩　瀬 1’04”3 羽　黒 1’04”6 紫　尾 1’04”9
５年 女 岩　瀬 新 1’04”5 真　壁 1’06”0 谷　貝 1’06”9
６年 男 羽　黒 タイ 58”4 真　壁 59”8 樺　穂 1’01”1
６年 女 羽　黒 1’03”0 真　壁 1’03”2 雨　引 1’03”8

１
０
０
ｍ
走
を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち

※ 岩：岩瀬小学校／坂：坂戸小学校／南：南飯田小学校／羽：羽黒小学校／猿：猿田小学校／雨：雨引小学校／大：大国小学校／真：
真壁小学校／紫：紫尾小学校／谷：谷貝小学校／樺：樺穂小学校

　５月 14 日（火）桜川市総合運動公園多目的グラウンドを会場に、市
内 11 校の５・６年生 813 人による「第８回桜川市小学校陸上記録会」
が開催されました。
　選手たちは、短距離・長距離走、走り高跳びなど８種目の競技で、日
頃の練習の成果を発揮し記録に挑みました。
　上位入賞者と記録は次のとおりです。（３位まで・敬称略）

第８回
桜川市小学校陸上記録会
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①北茨城市歴史民俗資料館
 （野口雨情記念館）

②高萩市
　歴史民俗
　資料館

③那珂市
　歴史民俗資料館

④武田氏館

⑤かすみがうら市
　郷土資料館

⑮神栖市
　歴史民俗資料館

⑭稲敷市立
　歴史民俗資料館

⑬利根町立歴史民俗資料館

⑫龍ケ崎市歴史民俗資料館

⑪つくば市桜
　歴史民俗資料館

⑥真壁伝承館歴史資料館

⑦下妻市ふるさと博物館

⑨八千代町
　歴史民俗
　資料館

⑧古河市三和資料館

⑩境町
　歴史民俗資料館

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

No.50
教育委員会文化財課
文化財グループ
（☎58-5111・75-
 3111 代表）

さくらがわ　2013.7.1

　
茨
城
県
内
に
あ
る
歴
史
民
俗
資

料
館
15
館
で
、
現
在
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
各

資
料
館
に
置
い
て
あ
る
ス
タ
ン
プ

を
専
用
の
台
紙
に
押
し
て
県
内
各

地
の
資
料
館
巡
り
を
し
て
も
ら
う

も
の
で
、
ス
タ
ン
プ
が
５
館
分
集

ま
る
と
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。
景

品
は
、
５
つ
の
ス
タ
ン
プ
が
溜

ま
っ
た
時
に
好
き
な
資
料
館
で
台

紙
を
見
せ
れ
ば
も
ら
え
ま
す
が
、

内
容
は
各
資
料
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
な
っ
て
お
り
、
ど
こ
の
資
料
館

で
何
が
も
ら
え
る
の
か
は
行
っ
て

み
て
の
お
た
の
し
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
10
館
、
15
館
目
で

も
そ
れ
ぞ
れ
景
品
が
も
ら
え
る
の

で
、
各
地
の
資
料
館
を
巡
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
真
壁
伝
承
館
歴
史
資
料
館
の
ス

タ
ン
プ
は
、
資
料
館
入
り
口
付
近

に
置
い
て
あ
る
、
「
う
り
ぼ
う
」

の
ス
タ
ン
プ
で
す
。
写
真
下
の
よ

う
な
ポ
ッ
プ
の
傍
に
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
押
し
て
く
だ
さ
い
。
台
紙
も

隣
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
な
か
な
か
行
く
こ
と
の
な
い
場

所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
機
会
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
台
紙
を
持
っ
て
県
内

各
地
に
あ
る
資
料
館
を
巡
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
日
時
／
７
月
13
日（
土
）、
10
時
〜
・

13
時
30
分
〜（
内
容
は
午
前
・
午
後

と
も
同
じ
で
、
約
２
時
間
）（
雨
天
中

止
）

■
場
所
／
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
内
（
真
壁
町
真
壁
地
内
）

■
説
明
者
／
文
化
財
課
職
員
ほ
か

■
内
容
／
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
伝
統
的
建
造
物
の
災
害

復
旧
修
理
工
事
の
現
場
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

■
集
合
場
所
／
旧
真
壁
郵
便
局

（
真
壁
町
真
壁
２
９
７
）

■
服
装
／
修
理
現
場
を
歩
き
ま
す

の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
・
履
き

物
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
／
不
要
。
参
加
費
無
料

■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
２
１
）

資
料
館
へ
行
こ
う
!!
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

スタンプラリー加盟館

文化庁の文化財事業のロゴマーク

真壁伝承館歴史資料館のスタンプと台紙

「
真
壁
重
伝
建
地
区
」
の

修
理
工
事
現
場
見
学
会

見
学
会
の
ご
案
内

13



ムラカミ書店
桜川市真壁町真壁198 TEL0296-55-3160

週刊誌・月刊誌

飲食店、美容室、理容室、歯
科院、病院など、お客様の
待ち時間に読む本などいか
がでしょう。
定期購読も承っております。
お気軽にお電話ください。

http://www.yanagida-dc.com
桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296-76-3700

■診療時間／午前9：00～12：30
　　　　　　午後2：30～  7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
　　　歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料19,800円～）

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 1歯20万円～）

床　矯　正
（自由診療 9万円～）

さくらがわ　2013.7.1
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大 和 中 央 公 民 館

岩 瀬 中 央 公 民 館

真壁伝承館 真壁図書館
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間▶

２
週
間（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間▶

２
週
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１
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５
冊
ま
で
）

開
放
時
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９
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75-

０
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貸
出
期
間▶

２
週
間（
資
料
合
計
：
１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

平
日
10
時
〜
18
時
、
土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

猫と一茶
一茶記念館・毎日新聞社

人は ｢骨盤｣ から健康になる
中村　考宏　著

七夕のたんざく
ふじた　てつろう 文／関口　拓志 絵

《児童図書》
ふしぎ？おどろき！科学のお話１年～６年生	 ガリレオ工房	滝川　洋二	著
ねつでやすんでいるキミへ	 	 しりあがり　寿	作・絵
ねえ　ねえ	 	 	 内田　麟太郎	作
ぎゅうぎゅうかぞく	 	 ねじめ　正一	作
おどるカツオブシ		 	 森　絵都	作
《一般図書》
夢幻花	 	 	 	 東野　圭吾	著
　心	 	 	 	 姜　尚中	著
色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年	 村上　春樹　著
大人になったら、着たい服 2013 春夏	 梅田　良子	著
スナックさいばらおんなのけものみち	 西原　理恵子	著

《児童図書》
イクバルの闘い	 	 	 フランチェスコ ･ダダモ	作／荒瀬　ゆみこ	訳
ルルとララのカップケーキ	 	 あんびる　やすこ	作／絵
おもちのきもち	 	 	 かがくい　ひろし	作／絵
杉原千畝物語―命のビザをありがとう―	 杉原　幸子・杉原　弘樹	著
《一般図書》
図書館危機	 	 	 有川　浩	著
県庁おもてなし課		 	 有川　浩	著　
大活字本	ブッダは、なぜ子を捨てたか	 山折　哲雄	著　　　　　　　　
夜作らない晩ごはん	 	 堤　人美	著

《児童図書》
「もしも？」の図鑑		恐竜の飼い方	 土屋　健	著
スーパーリサイクル貯金箱おもしろ工作ランド	 すずお　泰樹	著
紙バネ・紙ゼンマイ・輪ゴムでわくわくおもちゃ	 近藤　芳弘／石川　ゆり子	著
かいけつゾロリなぞのスパイとチョコレート	 原　ゆたか	作／絵
としょかんねずみ		 	 ダニエル・カーク	文／絵
トラのじゅうたんになりたかったトラ	 ジェラルド・ローズ	文／絵
《一般図書》
富士山を語る	 	 	 静岡新聞社	編
熱中症対策マニュアル	 	 稲葉　裕	監修
美しくて感動する数の教室	 	 富永　裕久	著
塾ごはん		 	 	 上島　亜紀	著
“珍獣ドクター”の動物よろず相談記	 田向　健一	著
味な映画の散歩道		 	 池波　正太郎	著
ジョン・マン	望郷編	 	 山本　一力	著

※夏休み読書感想文課題図書の貸出もしております。貸出については、１週間１冊までとなります。

14



　

文
芸　

さ
く
ら
が
わ

〉〉〉おもちゃお売りください。

古物商許可・茨城県公安委員会　第４０１２２００００５１１号
お電話はお気軽に ☎090‐3040‐4115

ご不要なおもちゃ、 捨てる前にぜひお電話を！
こちらから、 お伺いいたします。
直接お持ちいただくことも可能です。
ご好評により、高めに買取りしております。

増田石材工業㈱　玩具事業部 増田俊伸
桜川市大国玉2056-1　10時～19時（不定休）

ウルトラマン ・ 怪獣 ・ ブロック ・ 戦隊ヒーロー ・
仮面ライダー ・ 合体ロボット ・ LEGO ・ プラモデル ・ 本など・・・ 桜川市真壁町桜井765-2

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

さくらがわ　2013.7.1

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

草
刈
っ
て
薬
師
の
御
座
鎮
め
け
り
　
　
小
林
　
啓
治

紫
陽
花
の
道
を
た
ど
り
て
仁
王
門
　
　
荻
原
　
勅
彦

ひ
っ
そ
り
と
こ
の
世
窺
ふ
蟻
地
獄
　
　
三
代
み
ち
よ

狭
の
田
に
風
を
起
し
て
つ
ば
め
く
る
　
入
山
ひ
ろ
子

廻
り
道
し
て
近
ぢ
か
と
桐
の
花
　
　
　
若
色
寿
美
女

古
里
へ
つ
づ
く
こ
の
道
柿
の
花
　
　
　
金
田
と
う
女

父
の
日
の
電
話
な
が
な
が
母
主
役
　
　
永
瀬
　
ち
い

更
衣
師
の
短
冊
を
掛
け
直
す
　
　
　
　
細
谷
　
充
女

新
緑
の
奥
に
吸
は
る
る
地
の
う
ご
き
　
齋
藤
　
み
よ

梅
雨
寒
や
大
仏
の
瞼
重
た
か
り
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

風
鈴
の
風
の
平
ら
に
嬰や
や

眠
る
　
　
　
　
萩
原
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

時
の
日
の
手
錠
の
ご
と
き
腕
時
計
　
　
泉
　
　
健
作

古
稀
に
し
て
父
恋
ふ
父
の
日
な
り
け
り
　
鈴
木
ノ
ブ
子

白
蝶
を
呼
び
て
は
放
つ
豆
の
花
　
　
　
田
崎
　
信
子

猫
の
耳
し
き
り
に
動
く
蟻
の
道
　
　
　
笠
倉
　
陽
子

桐
の
花
か
っ
て
旧
家
の
在
り
し
跡
　
　
宮
本
　
立
男

七
月
の
窓
辺
コ
ロ
ン
の
香
り
く
る
　
　
宮
本
　
芳
江

ふ
る
さ
と
に
麦
秋
と
い
う
海
が
あ
り
　
植
田
　
祥
雲

浄
瑠
璃
の
さ
は
り
一
節
若
楓
　
　
　
　
君
島
真
理
子

七
月
や
笹
に
短
冊
願
ひ
ご
と
　
　
　
　
大
関
　
く
に

桐
の
花
暮
れ
く
る
色
に
紛
れ
を
り
　
　
吉
原
　
秀
子

し
ゃ
ぼ
ん
玉
生あ

れ
て
は
消
え
て
夢
を
追
ふ
　
松
崎
　
い
ま

味
噌
た
ま
り
程
よ
く
上
が
り
夏
に
入
る
　
吉
原
　
京
子

七
月
や
京
菓
子
の
紅
は
ん
な
り
と
　
　
竹
林
　
て
る

七
月
や
迷
路
の
街
に
住
み
慣
れ
て
　
　
海
老
沢
静
夫

十
薬
の
は
び
こ
る
庭
や
漢
方
医
　
　
　
金
子
　
弘
毅

早さ

苗な

饗ぶ
り

の
父
の
聴
か
せ
る「
夏
は
来
ぬ
」　
飯
山
　
　
昭

【
一
般
投
稿
】

ム
ク
ド
リ
を
小
庭
に
招
く
サ
ク
ラ
ン
ボ
　
友
常
こ
ち
ょ
う

【
や
ま
と
早
蕨
歌
会
】

青
蛙
紫
陽
花
の
葉
で
ひ
と
休
み
梅
雨
の
晴
れ
間
に
跳

ね
て
何
処
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
戸
　
栄
子

征ゆ

く
人
と
別
れ
惜
み
し
昭
和
逝
く
還
る
こ
と
な
き
青

春
の
日
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
藤
　
と
み

山
寺
の
鐘
の
音
ひ
び
く
あ
じ
さ
い
園
多
彩
な
花
に
梅

雨
も
た
の
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
悦
子

緑
濃
き
山
の
端
居
に
ね
む
の
花
秘
そ
や
か
に
咲
き
何

お
も
う
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
き
み

梅
雨
晴
れ
間
手
入
れ
の
済
み
し
中
庭
に
誰
が
残
せ
し

か
紅
葉
ひ
と
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
す
み
子

馬
走
り
行
く
容
に
雲
う
つ
ろ
ひ
吾
も
気
ぜ
は
し
く
蕗

を
摘
み
ゐ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
龍
子

七
夕
や
も
し
も
願
い
が
叶
う
な
ら
迷
い
し
我
を
導
き

給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
条
　
正
子

窓
越
し
に
雨
降
る
庭
の
緑
あ
ふ
れ
葉
隠
れ
に
見
ゆ
る

鬼
灯
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
川
　
米
子

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

笹
に
願
い
の
短
冊
吊
し
祈
る
乙
女
の
星
ま
つ
り

�

岩
瀬
き
み
子

雨
に
あ
じ
さ
い
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
肌
も
艶
や
か
七
変

化�

一
木
み
ど
り

雨
に
濡
れ
て
る
女
が
ふ
た
り
い
づ
れ
ア
ヤ
メ
か
か
き

つ
ば
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
志
輝
美

他
人
さ
ま
で
も
親お

や

父じ

の
よ
う
な
ひ
と
が
逝
く
日
の
遠

蛙�

稲
葉
　
建
正

市
街
明
る
い
ピ
ン
ク
の
山
車
が
元
気
呼
び
出
す
夏
祭

り�

田
　
　
哲
人

俳
　
句

短
　
歌

俚
　
謡
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この広報紙は、環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

広報さくらがわ No.187

※このコーナーに掲載を希望の方は、秘書広報課（☎ 58-5111・75-3111）までお申し込みください。

発行：桜川市 / 月２回（１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111（代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田 1023 番地
ホームページ http://www.city.sakuragawa.lg.jp
E メール info@city.sakuragawa.lg.jp

７月１日発行
【 表　紙 】
　桜川市では、子育て支援のため、市内全学校区
に子育てクラブを開設しています。同クラブは、
保護者や家族が労働などにより昼間家庭にいない
児童に対し、学校の空き教室などを活用し放課後
を安全に過ごせる生活の場を提供します。対象児
童は小学１～３年生で、おやつ、自主勉強、室内
外の遊びなどの時間を指導員といっしょに過ごし
ます。（写真は、岩瀬小学校内の岩瀬子育てクラ
ブの様子）

おっきくなぁれ !

小こ

林ば
や
し 

夢ゆ

う

彩あ

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

  

平
成
23
年
12
月
26
日 

生

（
大
曽
根
地
区
）

中な

か

野の 

晴は

る

香か

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

  

平
成
22
年
５
月
14
日 

生

中な

か

野の 

結ゆ

い

斗と

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

  

平
成
22
年
12
月
５
日 

生
（
高
森
地
区
）

小こ

林ば
や
し 

夢ゆ

う

叶と

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

  

平
成
19
年
９
月
14
日 

生

お
か
あ
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　

い
つ
も
笑
顔
な
ゆ
う
と
と
ゆ

う
あ
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
笑
顔

で
友
達
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
元
気

に
育
っ
て
ね
。

じ
い
じ
か
ら
ひ
と
こ
と

　

遊
び
も
食
べ
て
い
る
時
も
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
時
も
い

つ
も
楽
し
そ
う
。
寝
て
い
る
時
も

に
こ
に
こ
む
に
ゃ
む
に
ゃ
。
元
気

で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。
目
の
中
に
入

れ
て
も
痛
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
６
月
４
日
、
旧
真
壁
郵
便
局
で

県
立
真
壁
高
等
学
校
が
、
真
壁

地
区
で
活
動
し
て
い
る
市
民
団

体
「
真
壁
八は

な七
咲
き
社
中
」（
川か

わ
し
ま嶋

利と
し
ひ
ろ弘

代
表
）
と
「
桜
川
本
物
づ
く

り
委
員
会
」（
西に

し
お
か岡

勇ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
代
表
）

か
ら
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
る
同
校
に
、
両

市
民
団
体
が
、「
市
民
団
体
が
市

民
の
方
を
た
た
え
る
こ
と
で
、
ま

ち
づ
く
り
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
思
い
で
、
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　
真
壁
高
校
は
、
両
市
民
団
体
が

協
働
し
て
行
っ
て
い
る
市
場
「
真

壁
八は

な七
ま
る
市
」
で
、
同
校
で
栽

培
し
た
小
麦
で
作
っ
た
パ
ン
を
販

売
す
る
な
ど
積
極
的
に
参
画
す
る

と
と
も
に
、
地
元
酒
蔵
で
山
桜
か

ら
抽
出
し
た
酵
母
を
使
っ
た
日
本

酒
づ
く
り
に
協
力
し
地
域
ブ
ラ
ン

ド
開
発
を
行
う
な
ど
、
そ
の
活
動

は
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　「
真
壁
八
七
咲
き
社
中
」
は
、

地
域
の
活
性
化
と
人
材
育
成
を
目

的
に
活
動
す
る
会
。
ま
た
、「
桜

川
本
物
づ
く
り
委
員
会
」
は
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
を
目
的
に
、
真

壁
地
区
の
若
手
市
民
が
中
心
に

な
っ
て
結
成
し
た
会
で
、
協
力
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
、
中
心
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
る
真
壁
高
校
生
10
人
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
団
体
か

ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
同
生
徒
た

ち
は
、「
自
分
た
ち
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
」「
こ

れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
と
協
力
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。
　

川嶋代表から感謝状を受け取る真壁高校生たち

真
壁
高
校

市
民
団
体
か
ら
感
謝
状
受
賞


